
１年生  むかしばなしをよもう 

２年生 横浜 FC 授業訪問 

 ９日（木）に横浜 FCの「体育授業訪問」を行い、サッカーのドリブ 

ルの仕方やシュートの仕方を教えてもらいました。笛の合図を聞いて動 

きを変える運動や、コーンを避けてシュートをする練習、チームで協力 

して得点を取りに行くゲームなどをしました。普段の体育ではなかなか 

できない活動を、コーチの方々に教えていただけて、とても良い機会にな 

りました。子どもたちも「ドリブルが上手にできるようになった。」「初 

めてシュートを決めることができた。」「楽しかった。」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生 クリスタルアニマル点灯！ 

図工の学習で、光を通す材料を使用して、世界に一匹だけの 

「クリスタルアニマル」を制作しました。思い思いに制作した 

アニマルたちの中にライトを入れて完成です。 

ライトを一斉に点灯させると「ワ～、きれい。」「イルミネー 

ションみたい。」などの歓声があがりました。新年に向けて、 

希望の光を温かく照らすことができました。 

 国語のむかしばなしをよもうでは、『むかしばなしを読んで、好きな

ところや面白かったところを知らせる』ことをめあてにして、学習して

います。 

１年生の廊下にあるむかしばなしの色々な本の中から、自分の気に入

った本を選び、進んで読書する姿が見られました。友だちと感想を伝え

合うことで「もっと読みたい。」「この本おもしろそう。」という声が聞か

れました。 

４年生 愛川体験学習に行ってきました！ 

 １２月２日（木）、愛川体験学習に行ってきました。日帰りには 

なりましたが、宮ケ瀬ダム、水とエネルギー館見学、愛川公園での 

学年遊び、お弁当、そしてレインボープラザでの藍染または機織り 

体験と、盛りだくさんの活動をしてくることができました。天気に 

も恵まれ、愛川の豊かな自然を満喫しながら、友達との仲もさらに 

深めることができ、最高の思い出となりました。 

 

１１月・１２月の 

教育活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５くみ 年賀状を書きました 

毎年１２月になると、年賀状を書く学習をしています。初めに      

賀詞を書くことや、宛名の書き方等を学習し、年賀状を届けたい 

相手に合わせた本文を考えました。本文には、来年の目標を書い 

た子もいました。 

 もらってうれしい年賀状になるように、スチレンボードに干支 

の虎の絵を描いてスタンプを作り、年賀状に押して投函しました。 

 児童支援専任より  

 １２月は「人権週間」及び、「いじめ防止啓発月間」にあたり、だれもが安 

心して豊かに生活できる学校の実現に向けて「いじめ解決一斉キャンペーン」 

を実施しました。これは横浜市全体でいじめ防止の啓発を図り、いじめのみな 

らず、不安や悩みを抱え困っている児童への適切な支援を行うことを目的とし 

て行っています。 

 また人権学習では、障害者、高齢者、外国人など地域で暮らすみんなが幸せに 

なるために自分たちができることについて考え、児童の人権意識を高めました。 

 今年も児童一人一人に寄り添った学習支援、生活支援に取り組んでいきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

５年生 愛川宿泊体験学習！ 

 １７日（金）１８日（土）と愛川宿泊体験学習に行ってき 

ました。出発したときには雨が降っていましたが、愛川に到 

着すると雨も上がり、予定通り登山やキャンプファイヤーを 

実施することができました。登山では、グループの友だちと 

声をかけながら登り、全員が登頂することができました。 

 愛川のスローガン「協力してだれとでも関わり、マナーを守り思い出に残る 

愛川体験学習にしよう！！」に近づくことができました。 

６年生 キャリア教育出前授業 

 １１月２５日（木）２６日（金）、総合的な学習の時間にキャ

リア教育を行いました。ソニーとバンダイの方をお招きして、仕

事のことについてお話をしていただきました。 

６年生の子どもたちは、「実際に働いている人から仕事に対す

る工夫や考え方を教えてもらい、自分たちが思っている以上に考

えられていることが分かった」「目指している仕事に就くには、

努力が必要」「僕の将来が楽しみ」という感想をもち、将来、自

分たちが社会で働くことについて考える良い機会となりました。 


